
東京

245人
34.8%

神奈川

55人
7.8%その他

50人
7.1%

愛知

161人
22.9%

岐阜 3人

静岡 5人

その他 3人

大阪

65人
9.2%

三重 28人

その他 31人

中国・四国 23人
3.3%

九州 29人
4.1%

北海道・東北

3人
その他 3人

関東

350人
49.7%中部

172人
24.4%

近畿

124人
17.6%

その他

58人
8.2%

県外就職者

704人

では次に、就職率について、確認してみましょう。（表4）

卒業者に占める就職者の割合は、「青森」が33.0%と一

番高く、次いで「佐賀」の32.0%、「山口」の30.8%の順と

なっています。東北と九州、北と南でその割合が高く、

県民雇用者報酬額の低い地域が多いことから、経済的

都道府県名
専 修 学 校
(専門課程)
進学者(人)

専 修 学 校
(専門課程)
進学率※(%)

順
位
※

全 国 173,396 16.4

沖 縄 3,799 26.7 1

新 潟 5,010 25.7 2

北 海 道 9,575 22.4 3

長 野 4,039 21.4 4

島 根 1,247 21.1 5

大 分 2,118 20.5 6

鹿 児 島 2,933 19.6 7

愛 媛 2,259 19.5 8

岩 手 2,166 19.0 9

鳥 取 924 18.9 10

表3：専修学校（専門課程）進学率（平成
28年3月）

資料：表2･3 文部科学省「学校基本調査」

※ 企画部統計課で算出、順位付け

最後に、僭越ではございます

が、日本の将来を背負って立つ

皆さんのこれからに、エールを

送りたいと思います。

ちなみに、県内高等学校の卒業者に占める

就職者の割合は１６．６％で全国３８位（表4）と

なっており、うち県外へ就職される方の就職

先をみてみると、「東京」が245人(34.8%)、「愛

知」161人（22.9%）となっています。やはり、関

東への就職(49.7%)が多いようですね。（表5）

都道府県名

卒業者に
占める
就職者の
割合
(%)

順
位
※

平成25年度
1人当たり
県民雇用者
報酬
(千円)

順
位
※

全 国 17.9 4,643

青 森 33.0 1 3,819 40

佐 賀 32.0 2 3,244 47

山 口 30.8 3 4,447 16

長 崎 30.5 4 3,675 44

秋 田 29.8 5 3,433 46

山 形 29.8 5 3,900 38

福 島 29.1 7 4,194 27

宮 崎 29.1 7 3,722 43

岩 手 28.9 9 3,961 36

鹿 児 島 26.9 10 3,848 39…

沖 縄 16.6 38 3,461 45

県内各地の学校では、卒業式等が執り行われ、進級・進学、就職等、それぞれの新しい道に、期待と不安で胸いっ

ぱいな時期なのではないでしょうか。

表4：卒業者に占める就職者の割合（平成28年3月）

と一人当たり県民雇用者報酬（平成25年度）

〈統計トピックス〉

次に、全国の状況について確認してみましょう。

卒業後の進路は…

今回は、そんな「卒業」から、特に高校生の方々が卒業後どのような道を歩まれていくのか、調べてみることにし

ました。

表1：状況別卒業者数（沖縄県）

表2：大学等進学率（平成28年3月)と大学等の
数（平成28年度）

区分 卒業者
総数

A B C D E F G H 左記A,B,C,Dのうち
就職している者（再掲） 大学等

進学率
(％)

卒業者に
占める
就職者の
割合
(％)

大学等
進学者

専修学校
(専門課程)

進学者

専修学校
(一般課程)
等入学者

公共職業
能力開発
施設等
入学者

就職者(左記A～Dを除く) 一時的な
仕事に就
いた者

左記以外
の者

死亡
不詳

計
正規の
職員等

正規の職
員等でな
い者

計 正規の
職員等

正規の
職員等
でない者

平成26年3月 14,649 5,523 3,713 386 263 2,419 … … 216 2,129 - 44 … … 37.7 16.8

27 14,884 5,928 3,952 405 266 2,378 2,151 227 157 1,795 3 27 20 7 39.8 16.2

28 14,234 5,580 3,799 328 232 2,343 2,188 155 87 1,862 3 17 17 － 39.2 16.6

表1をご覧ください。これは、県内高等学校（全日制課程・定時制課程）における状況別卒業者数を示したものです。

これによれば、平成28年3月の卒業者は14，234人で、うち「大学等進学者」が5，580人(39.2%）、「専修学校（専門課

程）進学者」が3，799人（26.7%)、「就職者（進学者のうち就職している者は含まない）」が2，343人（16.6%）となっています。

大学等進学率、卒業者に占める就職者の割合ともに、ほぼ例年並みのようです。

都道府県名
大学等
進学率
(%)

順
位
※1

大学等数※1

(校)
順
位
※1

全 国 54.7 1,118

東 京 66.5 1 175 1

京 都 66.5 1 47 7

神 奈 川 61.5 3 46 8

兵 庫 60.6 4 54 4

大 阪 60.5 5 80 2

広 島 59.9 6 26 12

奈 良 58.9 7 15 20

愛 知 58.7 8 72 3

埼 玉 56.9 9 41 9

山 梨 56.4 10 10 30…

沖 縄 39.2 47 10 30

資料：県企画部統計課「平成28年度学校基本調査報告書」

さて、ここまで、ざざっとみてまいりました

が、いかがでしたか。

資料:文部科学省「学校基本調査」、内閣府「県民
経済計算」

大学進学率が全国一高いのは、「東京」と「京都」の

66.5%で、次いで「神奈川」の61.5%となっています。

大学の数が多い地域で進学率が高くなっていること

から、地元から通える大学の存在と進学率とは、密接

な関係がありそうです。

そんな中、沖縄県の大学進学率はというと、全国最下

位となっています。ですが、「専修学校（専門課程）」へ

の進学率が高いという特徴があるようです。（表3）

はいた～い。3月です。なんだかソワソワな季節になりましたね。

※1 県企画部統計課で順位付け

表5:県外就職者の就職先（沖縄県）（平成28年3月）

資料：県企画部統計課「平成28年度学校基本調査報告書」

な問題が少なからずありそうです。

単位：人

※2 大学等数=大学・大学院数+短期大学数

（県企画部統計課で算出）

“しんかぬちゃー ちばりよーさい”
※ 県企画部統計課で順位付け


